
船舶インシデント調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航阻害 

発生日時 令和６年１０月１９日 １７時１５分頃 

発生場所 三重県鳥羽市和
わ

具
ぐ

（答志
と う し

）漁港東南東方沖 

 答志和具港南防波堤灯台から真方位１００°１,１００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３１.２′ 東経１３６°５４.５′） 

インシデントの概要  旅客船かがやきは、左舷主機の運転ができなくなり、運航が阻害さ

れた。 

インシデント調査の経過 令和６年１０月２３日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客船 かがやき、７４トン 

 １４０９７３、三重県鳥羽市（Ａ市） 

 ディーゼル機関２基、船内機、４サイクル、出力１,２２０kＷ（合

計）、回転数毎分１,８８０、６気筒、ボア１５５mm、使用燃料軽

油、平成２０年１０月機関製造、平成２１年３月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、三級（航海）（履歴限定） 

機関長、五級（機関）（履歴限定）（機関限定） 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 西南西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 インシデントの経過  本船は、船長及び機関長ほか２人が乗り組み、旅客１７人を乗せ、

鳥羽市答志島の和具（答志）漁港を経由して島内の答志漁港に向けて

同市鳥羽港を出港した。 

 機関長は、出港後、機関室を点検した際、発航前と同様に両舷主機

等の異状を認めなかった。 

機関長は、本船が和具（答志）漁港に着桟して出発するまでの間、

機関室の点検で左舷主機付近から上がる僅かな白煙を見たが、周囲を

点検して異状があるとは感じなかった。 

機関長は、本船が和具（答志）漁港を出発した後、再度機関室を点

検したとき、左舷主機セルモーター*1（以下「本件セルモーター」と

いう。）から白煙が上がっているのを認めたので、船長に報告してＡ

市の運航管理者及び整備業者に携帯電話で連絡した。 

本船は、航行を継続して答志漁港に着桟した後、運航が中止となっ

た。 

 
*1 「セルモーター」とは、内燃機関を始動させるためのモーターをいう。 



本件セルモーターは、本インシデント後、整備業者によって点検が

行われ、配線等に異状がなかったので、本件セルモーターの一式（エ

ンゲージマグネットスイッチ（以下「本件スイッチ」という。）を含

む）を取り替えて復旧した。 

本件セルモーターの機構は、次のとおりである。 

① スタータースイッチを手で回してＳＴＡＲＴの位置にすると、

本件スイッチのマグネットが導通して電磁力でシャントコイルが

移動する。 

② シフトレバー（てこ）がセルモーターを押し出す（図１の右

方）とともにクラッチを繋
つな

いで、ピニオン歯車が回転しながらリ

ング歯車に連結して機関を回転して始動させる。 

③ スタータースイッチから手を離すとＯＮの位置となり、本件ス

イッチの導通が遮断され、ピニオン歯車がスプリングの力でリン

グ歯車から離脱する。 

（図１、図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備業者は、本件スイッチの経年劣化によってマグネットが電流の

影響でステーショナリコンタクター（接点）に固着していたので、導

通を遮断した後も本件スイッチが機関を始動するＳＴＡＲＴの位置を

維持した。また、本件セルモーターのピニオン歯車が機関側のリング

歯車から離脱されず、始動した左舷主機によって本件セルモーターが

回転を継続することとなり、巻線が焼損して始動できなくなったと推

測した。（写真１～４参照） 

一般的に、セルモーター電機子は、本インシデントのように強制的

に回転させられた場合、励磁されて起電力を発生し、励磁電流が流れ
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図１ 本件セルモーター（赤色破線）及び本件スイッチ構造略図 

図２ スタータースイッチ（主
機の取扱説明書より出典） 
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る。この状態が続くと巻線が熱を発して焼損することがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

写真３に示すとおり、接触部分に変色、変形があって当たり面の状

態が不良であったので、電流が流れたときに固着した。 

整備業者によれば、セルモーターを交換する時期は、機関取扱説明

書等に記載されていなかった。また、主機を毎日数回始動する場合

は、１年ごとに整備することを機関製造会社が推奨している。 

本件スイッチは、一体型で開放して点検整備ができない構造であ

り、本船の就航時から本インシデント発生まで異状がなかったので点

検整備されず、継続して使用されていた。なお、機関長は、鳥羽港出

航前、本件スイッチのＯＮ－ＯＦＦ（ピニオン歯車の連結及び離脱）

の点検を行ったが、異状があるとは感じなかった。 

船舶所有者であるＡ市は、これまで毎年、両舷主機のセルモーター

を開放して点検整備を行っており、前回は令和６年６月に実施した。 

分析 (1) 本件セルモーターは、毎年、開放して点検整備が行われていた

ものの、本件スイッチは、一体型で開放して整備できない構造で

あり、Ａ社が本件スイッチを就航時から点検整備していなかった

ものと考えられる。 

(2) 本件スイッチは、本船の就航時から本インシデント発生まで約

１５年間継続して使用されていたことから、経年劣化によってマ

グネットの摩耗が進行し、電流が流れたときに固着した可能性が

あると考えられる。 

(3) 本船は、左舷主機を始動した後、本件スイッチが溶着し、ピニ

写真１～４ （Ａ市提供） 
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写真１ 新替え後の本件セルモーター 

写真３及び写真４ 開放後のマグネットの状況 



オン歯車が押し出されてかみ合ったまま機関を始動する状態を維

持し、航行中、本件セルモーターが左舷主機によって回転され続

けたものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、本件セルモーターが回転され続け、電

機子に励磁電流が流れて熱を発したことから、電機子巻線の焼損

等が生じて左舷主機の始動ができなくなり、運航が阻害されたも

のと考えられる。 

原因 本インシデントは、Ａ社が本件スイッチを就航時から点検整備して

いなかったため、左舷主機を始動した後、本件スイッチが溶着してピ

ニオン歯車が押し出された状態を維持し、本船が航行中、本件セル

モーターが左舷主機によって回転され続け、巻線の焼損等が生じて左

舷主機の始動ができなくなったことにより発生したものと考えられ

る。 

再発防止策 Ａ市は、本インシデント後、定期検査時に両舷主機のエンゲージマ

グネットスイッチを取り替えることとした。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船舶所有者は、機関を始動するセルモーターが一体型のものであ

る場合、目視、聴覚、触覚等の点検によって不具合を発見するこ

とが困難であることから、定期的に予備のセルモーターと交換し

たり、専門業者等による点検をしたりして、予防保全の観点を取

り入れた保守整備を行うこと。 

・機関長及び機関部乗組員は、主機始動時、セルモーターの状態を

確認し、ピニオン歯車が押し出されたままとなっていることを認

めた際には、直ちに機関を停止して点検を行うこと。 

 


